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キサシンのⅢlil'i1|1濃度と蛍lfl結合卒を測定した

ので報告する．

対象はド越ﾘI)j院・佐漉総合描院迪院II!の池者

で非透析忠背7名，透析忠荷5名において，血清

'l!濃庇はHPI'C,蛋白結合率は|I《外ろ過法を川い

てillll定を行った．

」|透析悠尚の張口結合率は64.()％，透析忠者

の張白結合率は59．2％と透析心:行で低ド|噸向を

認めた．血ii'i総蛋白はl,lj群で|両1群であったが，非

透析他者ではll1li,'iアルブミンが低く，透析心者で

はlili,'iグロブリンが低いluilfilを認めた．

迪縦成人のガレノキサシンの蛍''1結合率は約

80％と報告されている．非透析忠者の蛍白結合

半が低かった原|klとして， ｜儲齢によるlilil'iアルブ

ミンが低いことが原因として琴えられた．透析忠

行での蛋白結合率が低い原|X|としてはllili,'iグロ

ブリンが低いことが脈囚として琴えられた．基礎

的検討においてガレノキサシンは他のキノロン

薬よりもlllll'iグロブリンへの結合率が商かつた・

ガレノキサシンはグロブリンの影辨を大きく受

ける可能性があり，薬物肋態が変肋する111能性が

あるため，今後も検討が必喚とぢえられる．
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l血液透析患者におけるガレノキサシンの血清

中濃度測定と蛋白結合率の検討
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テイコプラニン投与中に血小板減少を生じた

3症例
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キノロンの蛍ILI結合率は雛効に彩稗を与える

可能性が側告されており，蛍|'｣結合率の臨床的な

影響は不Iﾘ1． フリー体は多い方が良い，蛍IとI結合

率がn.liいと抗I i雛の効果に彫禅する (invitl･()),

PZIxはlil滴アルブミン・グロブリンと結合する，

尿澁症物蘭は蛋rl結合を|;llf'ifするなどの鞭告が

ある．従って, !ilfl"'ilf悠荷や透析忠箭では蛍|&l&'i

合率が変肋し，漿物肋態に彩郷を与える可能性が

考えられる．我々は透析患荷と非透析忠者のレポ

フロキサシンの銭'' 1結合率を比較検討しI面l禅で

あること, li[液透析ろ過愁背において（ズフロキ

サシンの蛍白結合率が大きく変肋した症例を､#M

告している．一〃， ガレノキサシン (GRNX)は

レポフロキサシンや（ズフロキサシンよりも蛍

白結合率が高いため, lili''iアルブミンやⅡ1[ii'iグロ

ブリンの変動により蛋白結合率が変肋しやすい

と考えられる．今l' 'llil液透析忠‐荷におけるガレノ

ツ
ー

【 '三|的】

テイコブラニン （以ド,TEIC)のl,ill作川のひと

つとして''1小板減少が知られており，抗崎薬

TI)Mガイドラインにおいても,TEICのI､ラフ値

が4()/4g/mL以11でllil小板減少などのlilll作川発現
剛堕が増川|するとされている．

今IIJI, 1､ラフlll'[40'"g/mL以下の忠者において，

llil小板減少を1淵めた症例を経験したので報i'iする．

【1,iiIWI】

〔症例1〕 （77雄，女性）食通破裂疑いにて当院


